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教師をめざす短期大学学生の教育学及び、教育方法論の内容や程度について，梶浦学長のアド
バイスは，学生の状況にかみ合うように工夫せよということであった。
私は，中学校小学校の教師，多くの教育実習生に接する教育大学附属小学校の教師， 教育委
員会の指導主事，小学校長，教育大学の講師，各種学会及び研究団体の会員あるいは責任者等
の経験を生かしながら，その教育学及び教育方法論の講義を担当することになった。私のすべ
ての経験は，よい教師を得たいという一点に焦点を結んでいる。それは，前任の磯貝教授の論
文 「良い教師」 の示唆する方向にも向いている。
その願い， その方向で，学生の状況にかみ合う講義の進め方を考えるとき，「ともに学ぶ教
育学」というテーマが必然的に与えられるように感じられた。この小論は，その工夫の第1回
の実践報告である。
I 講義の組み立てと内容
講義は，教育学や教育方法論そのものの，ひとつの実践事例である。学生は，講義の内容か
らも学ぶであろうが，教授者そのものから教師論を学びとり，講義のしかたそのものから教育
方法を学ぶにちがいない。したがって，講義そのものの組み立てを，教授学習の原理である教
育的教授，自己活動，個性対応，メディアの活用などにそうべく，次のようなものにした。
1.講義の組み立て
① 個性対応のため毎講義5-7分程度のレポートを提出させ，それを出席カードとして扱
うとともに，目を通し，次回の講義のときは， 一言書き添えて返却する。 そこに見られる学生
の反応は講義の改善 （授業評価） にも資する。
呼名による出席点検はしない。呼名は，やり方によっては，教育的意義が大きいのであるが
4コマの講義で450名を超える受講者がいる場合，呼名の時間にはマイナスも多い。したがって，
上記小レポートは，そのマイナスを防ぐ役割を果たしたのであった。
学生への指示は 「配布するノート用紙（ B 5中横罫 26穴）を用い，必ず，月日， 本時テー
マ，学生番号，氏名を書いてから，私への手紙のつも りで気軽に書くこと」「時聞がきたら，
合図により，途中でも中止し，列毎に前へ上に重ねて送り， 最前列の学生が，その列の帯封に
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いれることjとし，それを回収する。次回の返却は，その逆の手順による。
書く内容については，次のように掲示する。 「私は，こう思う。こう考える。テーマから，
教科書の記述から，経験から，理想や希望から，気づいたことから。」と。
②講義の内容は，1講1単元と考え，イ．テーマを掲げる ロ．対応する教科書のページ
を示す ハ．話の運びは起承転結にわけで配列展開する。
③ 内容のどこかに関連あるという軽い意味で歌を一曲とりあげ，テーマソングと称して，
講義の初めにみんなで歌い気分を明るくする。歌調は，模造紙に筆で書いたものを掲げ，みん
なが歌えるようにする。
④ 教授メディアとして，歌のほかに，説話， 毛筆で書いた掲示物，図，絵のほか，板書の
構成， 色チョークの使用に留意する。
また，講義は，2単位の限られた回数に編成するのであるが，学問的な体系よりも，教師に
なった場合の実際の必要に応ずる視点から，とりあえず次のようなものとした。
2.教育学の講義の編成
テーマ名，教科書の関連ページ，テーマソングの順に示す。
第l講教と育，その統合 P. 1 -3 「ばらが咲いた」
第2講教育説の理解と理会 p. 3～ 5 「タやけ こやけ」
第3講教育説の伝達対創造の弁証法 P. 5～12 「四季の歌」
第4講愛の作用としての人間形成の意味 P. 12-13 「中園地方の子守歌」
第5講家庭，学校，社会の教育から生涯の統合学習へ P. 13～16, P. 175-183 「おお
牧場はみどり (1）」
第6講理想の人間像とその中核 P. 17～31 「おうまの親子」
第7講教育目標から教育内容へ P. 20-31（一部重複）P. 32～37「おお牧場はみどりJ
第8講教育課程の編成は「学校がこれに当る」 P. 32-58 （一部重複）「どじょっこ
ふなっこj
第9講授業（教授，学習指導）の方法 P. 59-76 「この道」
第10講生徒指導（ガイダンス）の機能と方法 P. 76～101 「（たいへんな）坂道j
第11講教育評価（エバリエーション）の機能と方法 P. 101～119 「坂道 （三声輪唱）」
第12講学級経営と校務分掌 P. 120～138 「静かな湖畔の（三声輪唱）」
第13講教育行政と教師 P. 139-174 「牧歌」
付 講 孤独と連帯←一一教育的宇宙像によせて 「牧歌」
3 教育方法論の講義の編成
第1講教育と教育方法 P 1 -5 「タやけ こやけ」
第2講教育する教授 P. 6 -15 「ばらが咲いた」
第3講感覚直観からの出発 P 16～24 「北海道女子短期大学校歌3番」
第 4- 5講メディアの開発と「為すことで学ぶ」へ P 23 -24, P . 189～ 195 
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「ComeEverybody 」
第6講動的メディアを生かす創造的思考 P 192-206 「おお牧場はみどり」
第7講教育方法論の受講からプロジェク 卜へ P.32-40 「おお牧場はみどりJの3番
第8講 ヘルバルトの教授学から目標対応の教授過程へ P 24～32 「この道j
第9講授業の改善と授業評価 P. 141～188 「かあさんの歌」
第10講教育評価の本質と方法 P. 157-163 「母ぎみにまさる」
第11講道と徳の教育 P. 230～243 「坂道」
第12講特別活動と平和への情操教育 P 244～256 「サンタ ・ルチア」
第13講教育方法の底にあるもの P 60-80 P. 80～98 「牧歌」
これらの講義の結果の単位認定は，筆記試験ではなく，個々の学生がそれぞれl冊にまとめ
たノー トによることにし， 4講めの頃にその点を指示しておいた。最終講義終了後， ノートを
提出させ，次のような点検尺度により素点を出し，それを大学の規定による点数に換算して認
定するようにした。
4.教育学及び教育方法論のノート等点検尺度
1.受講ノート
(2点、〉構成に工夫が多い。自分の思いつき，意見など考察がほぼ毎回ある。
(1点〉ほぽ板書の通り。要点の説明の記録がある。
<o点〉要点のおちが多い。説明の記録もほとんどない。
2.課題 ・自己課題・教科書ノー ト (3点〉と (1点〉はそれぞれ中間
(4点〉課題が確実にでき，自己課題が4こ以上で，教科書はほぼ自を通している。
(2点〉課題の 2/3程度がほほ確実で，自己課題は2こ程度，教科書は1I 2程度。
<o点〉課題が半分以下，自己課題がO，教科書の読みが1I 3程度以下。
3.毎時レポ トー 0点〉はその中間，どちらにも入らない程度
<2点〉毎回内容が当をえている。記述が整い文字もよい。
< 0点〉内容のあるものが1/3以下。当をえない反応が半数ぐらい。読みづらい。
4.出欠
<2点〉皆出席。（公欠は出席とみなす。特別事情は考慮）
0点〉 欠席が1-4の者
5.総合加点、または減点
< 2点〉 全体として特によい。
0点〉特にょいとはいえないが加点の理由がある。
<-1点〉特に減点の理由がある（平常の受講態度を含む）
このような認定方式は，心ある学生に堅実な日々の学習を継続させるために効果があったと
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感じられた。ノートの点検には， 1人あたり30分平均の時聞が必要であった。 450名の点検に
は昼夜を分たずという状況で，ちょうど 1か月を要したが，よく勉強しているノートに接して
いる時は，われを忘れてうれしいものであった。
以上のような編成と実施の結果，いくつかの反省をもった。
5.反省
① 受講学生数は452名であった。毎週，そのレポートを処理して，次の講義には返却する
のは至難のことであった。せめて300名であれば，なんとか正常にできるのではないかと思え
る状況であった。休日も夜もすべて返上でということでは，長続きはできない。さりとて，検
印のみ押して返却するようなことは，学生の手本にしたく ない。
しかも， 学生の状況に応ずるという点で，かけがえのないものになっているレポートは，続
けなければならない。
何か，よい工夫で乗り切る方法はないものか。何の名案もないまま，後期の講義に進もうと
している。
②説話，掲示物，テーマソングを含めたメディアの活用と，内容の構成は，どうやら大半
の学生の状況に合っていたようで，好ましく思われたような反応が，レポートに多い。いっそ
う充実して継続したい。
③講義中の学習のほかに，教科書を活用する自学，課題や自己課題にとりくんだ者が，か
なり見られた。表1の表頭の 4, 3, 2, 1, 
Oはノート等点検尺度によるものである。 表 1 教科書・課題・自己課題による自学の成績分布
④ 指定図書の活用にかかわって， 拙著「心 4 3 つ】 。！計
育て」3）は，学生の需要が多く ，図書館に10冊お 保体！体育コー スI16 I 24I so1 17 1 1 11os 
(1年） ｜養護ゴ スI103 I 55I 3oI 5 I o 1193 
いたが不足であった。副読本として購入可能な
初等 （2年） I 15 I 35I 74119 I o I 143 
学生には購入させてほしいとの希望が多かっ
た。後期にも状況を見て処置したい。
⑤学生の着席，遅刻，私語，居眠等の望ましくない状況は，スラスによっては，かなり多
かった。それに対して イ．気分転換の体操などを取り入れた ロ．礼儀，自己の時聞を大切
にすること，他のじゃまにならないことについて，その意義を説き，注意を促したが，効果は
遅々としたものであった。 ハ．「教育方法」の受講生には， 自由と規律の理解に基づく受講
態度の改善を求め，図書館にある参考図善を示し，自己学習をさせることも試みたが効果は広
まらなかった。
これには，大量の学生に大教室で講義するという状況もからんで，個々の学生が尊重されて
いるという実感が，まだうすいからでもあろう。座席表上の個々を明確にして対応する工夫を
試みたい。
⑥毎時のレポートの内容は，講義即応の短時間の記述であるから，見事なものとはいえな
いが，多くの学生の経験や現在の心情が反映しているという点で，教授者として参考になる点
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が多くあった。そして読み進むうちに，「ともに学ぶ教育学」になっていくのだという実感をもっ
たのである。その実感の内容を整理して報告してみたいというのが，小論の趣旨である。
m 「わが子を抱いて教育学の原点に至る」を巡って
日常詰の多様な愛の概念から「教育愛Jの概念ヘ
教育は，つまるところ，「教育愛のなせるわざ」でありたい。
私は，教師をめざす短大生に得させるべき教育愛として，次の3要素を十分に理解させる必
要があろうと思う。
（ア）幼き者の育てられるべき可能性への限りない愛惜の情操
（イ）幼き者も尊い人格者たるべき者として，われと同じに限りなく尊重する情操
0 0 0 0 0 
（ウ） どの子をも，わが子に対する如く，無償の奉仕で包むことを喜びとする情操
しかも，この3要素は，理解するには，ことを分けて意識し，学び，自らに訓練することで
身につけることも必要であるが，その3要素が教育愛として実践される姿としては，もはや，
意識も力みもなく，教師の人格そのものとなり，どの要素も一体となって働くのだ，というこ
との会得にまで及ばなければならない。それが，当面の目標である。
この教育愛という教育の原点になる概念に，短大生はどんな手順で到達しうるのであろうか。
多くは，日学語の中で愛を語り，そのように愛を考えているものが，その概念を入口にして，
その教育愛の門をたたく。一番多くの学生の愛のイメージは，何といっても男女の愛の愛であ
る。ついで親子の愛，やがて特定の友情に及んでいる。
それに対して，次の諸概念等を素材にして，目標に迫ろうと試みた。
① 愛の構図（上記ケX1Xウ）の愛の概念に対応するエロス，フィ リア，アガペーの概念と成り
立ちと特徴を図にしたもの）
② 弁証法的発展つまり止場の概念
③ フロム（ Erich Fromm 1900ー ）の生命愛，死屍愛及び成熟した愛の概念。特に成熟し
た愛は第一に愛は技術である。そのために第二に，理論の習熟と実践の習熟が必要で，そ
れ故に第三に，それは手段ではなく目的である，とする概念。
④ ペスタロッチーの生涯と，その教育愛の原点になった初子ヤコブの誕生と，その 「育児
日記jの言葉
⑤ 中園地方の子守歌
⑥ パセーナディ王と王妃の物語 「自分よりいとしいものが，ほかにあるだろうかJ
それに対する学生の反応と，私の対応をまとめてみよう。 学生の表現には実名を用いずに一
連番号を付けて示し，私がそのレポートに書き添えた応答で必要なものには（A）で示した。
1 .愛の構図と教育愛 （その 1 愛の分化ないし視野の拡大）
〈学生1) 私は愛というものを，ある一部の意味にしか理解していなかったが，講義を受け
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て，こんなに種類と深い意味があったのかと感心してしまいました。また，人聞は愛なしには
生きていけないのではないかと思いました。
（学生2) 愛にもいろいろな種類があるけれど，私はアガペーの愛が一番大切ではないかと
思いました。ペスタロッチーのように，一生を他の人のために生きていくような人は，すばら
しいとJ忠います。
〈学生3) プラトンのエロスの愛，アリストテレスのフィリアの愛， パウロやシャカのアガ
ペ のー愛と，それぞれ人によって説が違うので，おもしろいと思いました。
〈学生4) 愛と一言にいっても，たくさんの種類があるのですね。それらを，全ての人がもっ
ているのでしょうか？ それぞれの愛の分量はちがっても，みんな同じ数だけの種類の愛を
もっているということは素晴らしいことだと思います。
それぞれの愛を，まちがわずに使うのは，むずかしいのではないかと思います。たとえば，
戦争は両国の憎み合いで悲しい出来事ですけれど，これは母国を愛しているから起こりうるこ
とだと思います。 私は， 愛を上手に使える人間になりたいです。
〈学生5) 今，エロスの愛，フィリアの愛は少しばかりならばあったとしても，アガペーの
愛は多分ないと思います。ないといっても，全然ないというのではなく，アガペーの愛もどき
だと思うのです。自分は今，見ず知らずの人に対して深い愛というのはないと思うのでありま
す。友達？さえ，心底愛しているというのには，少々抵抗があります。
結婚し，親になれば， アガペーもわかるような気がしますが， その前に，養護教諭にならな
ければなりません。養護教諭は，人を差別してはいけないので，エロスの愛は考えず，アガペー
の愛です。
最初のお話で，返礼を期待しない「挨拶」のことがありましたが，それと同じで，治療した
からといって報酬を期待してはいけない……というように，他人に奉仕しなくてはいけないの
では……と考えています。
2.愛の構図と教育愛 （その2 ふみこめない理会）
（学生6) この 「としごろ」なので愛の構図はとても気になりました。アガペーの隣人愛は
とっても考えられないようなことでした。エロス，プラ トンのプラ トニックがいいと思います。
アガペーは，本当にこういうふうに考えていたのでしょうか。
(A) 本当です。親心から教育愛へ。それには， どう してもこの3つの愛が必要です。つま
り3つの愛は， どれがいいかと較べるものではないということが大事なところです。
ベスタロッチーのように誰もがなれるわけではありませんが，誰もがめざすことはできるの
です。 3っとも，人間らしい人聞には，どう しても必要なのだということの理解が大事なので
す。
〈学生7）私はパウロのように他の人を優先しようとは思わないので，アリス トテレスやプラ
トンのような愛のほうが好きです。現代社会では，エロスやフィリアの方が良いのではないだ
ろうか。
91 
(A) あなたの自然の気持はよくわかります。ただこの3つは，よく考えてみると比較され
ることではなくて，どれも，人類が生き，そして進化することができたのに必要だったもので
すね。あなたもその愛をいただいてきたわけですね。
3.愛の構図と教育愛 （その3 ふみこめた理会）
〈学生8) 愛するということは，すばらしいことです。私はただ異性を愛するだけではなく
他のいろいろな者を愛する心をもちたいと思います。
何だか，ちょっと，かっこいいことを言ってしまいました。
(A) はにかむことはありません。よいものを求めることこそ，本当に美しいのです。
（学生9) （前略）私は人から愛される喜びを知るよりも，人を愛することに喜びを感じら
れる人聞にな りたいです。
挨拶に関しでも，愛についても，今日のお話は，これからの私の人生に大きなプラスになり
ました。
(A) あなたの理解（会）の深さが実にうれしい。
（学生10) いろいろな愛の形があることに驚きま した。 エロスの愛は簡単なことだと思うが，
アガペーの愛のように他者肯定というのは，とても難しいと思います。ペスタロッチーのよう
に己を棄てて他のために尽すことは，簡単にはできないことだと思います。
エロスの愛も大切ですが，私は，アガペーの愛のようになれたら，とても素晴しい人間にな
れる気がします。
〈学生11) 私は「生きることと愛することJという本を読んだことがあります。それには，
アガペーの愛やエロスの愛など，今日講義して下さったことも，いっぱい書かれていました。
その本で一番感動したのは 「自分を愛さなくて，人を愛することはできない」ということでし
た。 自分にうぬぼれてしまうのではないのです。
「すべて己を棄てて，他のためにす（ベスタロ ッチー）」は，とてもすばらしいことだと思
います。難しいことです。私もこの言葉を心の中に掲げ、，少しでも近づけるような人間になり
たいです。
(A) よい本を読んでいたのですね。しかも，あなたは深くそれを理解 （会）していました
ね。 「自分を愛さなくては………」の語は，とても意味の深い真実の言葉です。
〈学生12) 今日のテーマ「愛の作用としての人間形成」の意味を考えてみて，愛とは人間に
とってとても大切なことだと思いました。愛がなければ生きていく資格がないと思いました。
愛がなければ，やさしさなどを知り合うこともできないのではないでしょうか。
(A) こちらの愛が深まれば，相手への理解が深まるという，すばらしいとらえ方ですね。
4.愛の構図と教育愛 （その4 思いここまで）
その他にも，実きさまざまな受けとめ方や進み方がみられた。
〈学生13)（前略）それから「成熟した愛」のところで，第一と第三はわかりそうですが，第
二の「理論の習熟と実践の習熟Jとは，どういうことですか？
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もうひとつ。弁証法的発展のところで，止場の意味がよくわかりませんでした。
(A) あなたは立派だなあ。これだけ的確に質問できる者は，そういません。 とてもすばら
しいことです。
ア．成熟した愛を教育愛にたとえよう。その理論の習熟とは，教育学 ・教育方法を学び，考
え深め，自分の考えと思われる程にまですること。実践の習熟とは，その教育の原理が自分の
生き方や人格そのものになり，その教育方法が身について実際に行なえて，しかも効果的にで
きるまで業 （技，わざ）が進んで、いるということですね。
つまり，口先だけの愛ではダメで，人格と方法 ・実行 ・効果を伴ってこそ，本当の愛になる
ということですね。
イ． 止場 （Aufheben ），これはヘーゲル （ドイの哲学者 G. W. F Hegel 1770～1831）の
哲学を支え，かつ発展させる弁証法という考え方の一段階からくるのです。 （1) あれかなと思
う (2) いやちがう， 反対のこれかと思う (3) けれどまてよ，あれもいいぞ，これもいいぞ，
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併せて考えると，こんなによくなる（新しい全体）と思う。この（3）のところを止揚という。こ
0 0 0 0 0 0 0 0 
の（1）→（2）→（3）を繰り返して考えを進め高めることを弁証法的発展というのです。
〈学生14) 私達の年代では結構， 愛について考える人が多いと思います。それぞれに異る愛
があるのはわかるけれど，それらを本当にはわかっていないから，だんだんと成長の段階にそっ
てわかっていかねばならないのかも知れないと思います。
難しいけれど，本当は，だんだんとわかっていくことなんだなあと。
(A) 「だんだんとわかっていくj。意味の深いことばです。そのために，愛の構図の話が
役に立っとうれしいことです。
（学生15) 「すべて他のために」というペスタロッチのことば，自分にとっては，とても難
しく思いました。自分には，そこまでできるかなと思うのです。理想としては，すごくよいこ
とだと思う し，そうあることによって幸福につながっていくのだと思うのですが……自分の課
題・．
(A) あなたの感じ方はすばらしい。難しいことです。誰もそのように完成された教育者た
りえない。しかし，それぞめざして進む。それが人間としての生き方の本当の幸福ともつなが
るのではないか，というわけですね。
（学生16) （前略）先生が図で，愛とか善とか美といったとき，昨日の，いとこの結婚式を
思い出しました。若い2人はみんなに祝福され， 愛と美と善を一身に背おい，とても幸福そう
でした。私はそれを見て，とてもうらやましく思いました。
(A) （前略） いとこさんのこと，おめでとう。そして，愛と美と善にあこがれを感じたと
いう，あなたのステキな心、にも，おめでとう。
（学生17) 中学 l年で養護学校を見学に行きました。説明を聞いてから，最後に感想を述べ
て下さいといわれ，ある部屋に行く途中， 突然，誰か私にとびついてきました。あまりびっく
りしたので，どう したらよいかわからず，大声を出してしまいました。今日，講義を聞きなが
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ら思ってみると 「友達になってほしかったのかなあ」とか「遊んでほしかったのかなあ」って
思えました。その子に失礼なことをしてしまったと気がつきました。
(A) 今日の講義と結びつけて思い出した貴重な経験，それをかえりみる，あなたの大きな
大きな進歩，そして学び方。とてもうれしく読みました。
（学生18) 教育って，ただ教えるとかやったのではダメで，そこには，教えるための愛が必
要だと思いました。
でも，今日のテーマである「愛の作用としての人間形成」の意味が，よくつかめなかった。
(A) そうですね。あなたのいう情態が，わたしにはわかるように感じます。でも，上の2
行の中に，その意味がつかめるのに一番大切なところが入っていると思います。
（学生19) 「愛するということは，その人の全てを許せることjとどこかで聞いたことがあ
ります。その通りだと思います。
しかし，ただ甘やかしたり，かわいがるのとはちがいます。 相手のしたことを受けとめてや
れるかどうかだと思うのです。悪いことをしたときに「仕方がない」と片付けてしまうのでは
なく， 「何故そんなことをしたのか」 「その罪はどういう ものなのか」，本人と一緒に悩み，苦
しみ，そして理解することだと思います。まだ，未熟な私にとって，愛とは，果てしなく奥深
いもののように思えます。
(A) とても深い受けとめ方で同感。そして感心しています。
〈学生20) この間 「大きな木」という童話を読みました。それは， 大きな木と小さな少年の
物語で，少年が幼い時は「ボクに乗ってお遊びよ」といい，その少年が青年になったときは，
「お金がない」というと「ボクのリンゴを取ってお売りよ」といい，大人になって「家がほし
い」というと「ボクの幹を切って家を建てなよ」といい……。しかし，その度に木はうれしかっ
たそうです。そして，少年のために全てを失ってしまったそうです。
それでも，その木はうれしかったのでしょうか？（ー少年のために自分の全てを捧げて）
(A) いいお話，ありがとう。よく思い出しましたね。今日の講義の，とても深い理解のし
かただと思います。
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